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【写真】
「あきた車いすリサイクリング」
　高校生が、使用できなくなっ
た車いすを修理し、必要とする
国々に寄贈するこの事業。
　今回初めて、県内の高校生が
直接現地に届けました。

社会福祉関係の政策要望
　～秋田県地域福祉推進委員会の取り組み～
あきた車いすリサイクリングin韓国
冬期間の滑走事故に注意！
福祉サービス「第三者評価」を受審しました！
職場紹介リレー
皆様の善意
シリーズ“こだわりの品”



４
５
８
人（
１
０
０
人
中
お
よ
そ
２
．
３

人
）で
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
「
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
た
方
は
５

千
１
４
０
人
で
、
普
及
率
は
21
．
０
％

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
手
帳
が
普
及
し

な
い
背
景
に
は
「
障
が
い
者
」
と
認
定

さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
、
当
事
者
や
家

族
の
感
情
も
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
病
類
別
で
は
統
合
失
調
症
、

統
合
失
調
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害
が

圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
脳
器
質
性
精

神
障
害
、
う
つ
病
等
の
気
分
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図

－

１
）
。

　

最
近
で
は
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
等
に

よ
る
「
う
つ
病
」
の
増
加
が
顕
著
で
、

「
う
つ
病
」
に
関
す
る
啓
発
や
患
者
へ

の
理
解
を
求
め
る
活
動
が
各
地
で
行
わ

れ
る
な
ど
、
多
様
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
当
時
、
秋
田
県
は
全
国
で

唯
一
、
精
神
分
野
に
取
り
組
む
社
会
福

祉
法
人
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
精
神

障
が
い
者
の
自
立
や
社
会
参
加
・
社
会

復
帰
に
つ
い
て
の
支
援
体
制
が
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
募
ら
せ

て
い
た
県
内
の
関
係
者
は
、
精
神
障
が

　

精
神
疾
患
の
定
義
は
幅
広
く
、
様
々

な
病
気
が
あ
り
、
原
因
別
に
分
類
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

精
神
疾
患
は
、
単
に
遺
伝
や
親
の
育

て
方
、
そ
の
人
の
性
格
だ
け
が
原
因
で

は
な
く
、
例
え
ば
う
つ
病
や
統
合
失
調

症
の
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
や
生
活
環
境

な
ど
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
脳
内
の

神
経
情
報
を
伝
達
す
る
物
質
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
田
県
に
お
け
る
精
神
障
が
い
者
数

は
、
平
成
25
年
３
月
末
現
在
２
万
４
千

精神障がい者を取り巻く環境と
心の自由空間『ユックリン』の取り組み
精神障がい者を取り巻く環境と

心の自由空間『ユックリン』の取り組み

い
者
支
援
の
中
核
と
な
る
組
織
設
立
に

向
け
て
動
き
始
め
、
平
成
19
年
４
月
に

精
神
医
療
関
係
者
・
商
工
会
・
家
族
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
秋
田
県
心
の
健
康
福
祉
会
」
（
以

下
、
「
福
祉
会
」
）
（
理
事
長　

藤
井 

明
氏
）
を
立
ち
上
げ
、
他
の
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
精
神
障
が
い
者

が
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
環
境
整
備
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

①
心
因
性

何
ら
か
の
精
神
的
な
負
担
に
よ
っ
て
起

こ
る
も
の
（
強
い
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
反

応
性
う
つ
病
や
不
安
神
経
症
）

②
外
因
性

身
体
の
病
気
が
原
因
で
起
こ
る
も
の

（
脳
腫
瘍
や
脳
血
管
障
害
な
ど
の
脳
の

病
気
、
感
染
症
や
内
臓
の
病
気
に
よ
っ

て
精
神
的
機
能
に
障
害
が
で
る
も
の
）

③
内
因
性

脳
の
器
質
的
な
問
題
に
よ
っ
て
起
こ
る

も
の（
統
合
失
調
症
、
躁
う
つ
病
や
う
つ

病
な
ど
の
気
分
障
害
等
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

秋
田
県
心
の
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図－1 〔精神障がい者数の推移〕

精
神
障
害
の
原
因
と
な
る

　
　
　
　
　
　

精
神
疾
患

１２

３

県
内
の

　

精
神
障
が
い
者
の
状
況

特集

　うつ病等の気分障害、統合失調症、認知症、発達障害などの精神疾患により医療機関で受診する患者
は近年大幅に増加しています。また、医療機関で受診していない患者も少なくないと推測されており、
精神疾患は私達にとって身近な疾患となっています。
　精神疾患は、生活の質の低下をもたらすだけでなく、就労や人間関係等にも影響を及ぼし、それらが
社会的孤立につながって、自殺を誘発する要因にもなっています。
　今回の特集では、精神障がい者を取り巻く環境をお伝えするとともに、精神障がい者が集う場として
全国的にも注目されている『ユックリン』の取り組みを紹介します。

※県障害福祉課「障害福祉の概要」より

２
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福
祉
会
の
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
が
、

当
事
者
の
〝
居
場
所
〞
の
確
保
で
し
た
。

　

多
く
の
精
神
障
が
い
者
は
、
通
院
や

デ
イ
ケ
ア
等
以
外
に
自
宅
を
出
る
機
会

が
少
な
い
状
況
で
し
た
。
地
域
に
は
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
就
労
支
援

事
業
所
等
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別

の
形
で
の
居
場
所
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
福
祉
会
の
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
精
神
障
が

い
者
が
集
う
場
と
し
て
「
ユ
ッ
ク
リ

ン
」
を
開
設
し
た
の
が
平
成
20
年
６
月

で
し
た
。

　

ユ
ッ
ク
リ
ン
は
利
用
登
録
制
で
、
登
録

料
・
利
用
料
と
も
に
無
料
で
す
。
ま
た
、

障
害
の
有
無
・
種
類
・
程
度
に
関
係
な

く
、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
末
現
在
の
登
録
者
は

２
９
９
人
で
、
一
日
10
人
前
後
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
20
代
か
ら
70
代
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
層
の
登
録
が
あ
り
ま
す

が
、
40
代
の
利
用
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
病
類
別
（
本
人
申

請
）
で
は
、
統
合
失
調
症
が
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

ユ
ッ
ク
リ
ン
は
対
人
関
係
を
主
と
し

た
地
域
生
活
訓
練
の
場
で
す
が
、
精
神

保
健
医
療
福
祉
関
係
者
を
含
め
た
専
門

家
を
配
置
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
利
用

者
へ
の
指
示
・
指
導
や
訓
練
等
は
一
切

行
い
ま
せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
な
い
た
め
、
煙
草
を
吸
い
な
が
ら

他
の
利
用
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
会

話
を
楽
し
ん
だ
り
、
ソ
フ
ァ
や
畳
ス

ペ
ー
ス
で
く
つ
ろ
い
だ
り
と
、
自
分
の

好
き
な
よ
う
に
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
中
に
は
、
主
治
医
の
勧
め

が
き
っ
か
け
で
ユ
ッ
ク
リ
ン
を
訪
れ
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
各

医
療
機
関
に
設
置
し
て
い
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
見
て
ユ
ッ
ク
リ
ン
の
存
在
を

知
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ユ
ッ
ク
リ
ン
が
医
療
機
関

や
医
師
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
の

は
、
開
設
前
の
準
備
段
階
か
ら
、
医
療

関
係
者
と
十
分
な
連
携
が
と
れ
て
い
た

か
ら
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
が
ユ
ッ
ク
リ
ン
の
利
用

を
勧
め
る
理
由
と
し
て
、
利
用
に
よ
る

症
状
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
実
際

に
、
症
状
が
劇
的
に
改
善
し
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
医
療
機
関
で
の
治
療
（
服
薬

治
療
）
に
加
え
て
、
医
師
の
か
か
わ
り

か
ら
離
れ
た
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
も

た
ら
す
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
症
状
改
善
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
が
「
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
」
で
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
精

神
障
害
の
あ
る
当
事
者
が
、
同
じ
病
を

抱
え
て
い
る
仲
間
を
支
援
し
、
互
い
に

支
え
合
う
活
動
の
こ
と
で
ユ
ッ
ク
リ
ン

で
も
平
成
22
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ッ
ク
リ
ン
を
運
営
す
る
福

祉
会
で
は
、
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
制
度
実

施
要
綱
」
を
策
定
し
、
相
談
役
（
聞
き

役
）
で
あ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

も
行
っ
て
お
り
、
現
在
10
名
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
す
る
に
は
、
養
成
講
座
受
講
後
、

福
祉
会
の
事
業
運
営
委
員
会
（
委
員
長

　

稲
村 

茂 

氏
）
の
審
査
で
認
定
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
心
と
命
の
つ

な
が
り
を
意
味
す
る
赤
い
紐
の
付
い
た

名
札
を
首
か
ら
下
げ
て
、
相
談
受
け
付

け
の
目
印
に
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ッ
ク
リ
ン
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
第

一
期
生
で
、
活
動
を
開
始
し
て
４
年
目

の
高
橋
明
紀
代
さ
ん
は
、
「
話
を
『
聴

当
事
者
の
居
場
所

　
　
　
　
「
ユ
ッ
ク
リ
ン
」

４

当
事
者
同
士
の
支
え
合
い

　
　
　
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」

５

県庁市役所から徒歩数分のビル内に
あるユックリン。

ピアサポーターとして利用者からの
信頼も厚い高橋さん。

「ユックリン」の主な特徴

◇障害の有無・種類・程度に関係なく、誰でも利用できる。
◇精神保健医療福祉関係者を含めた専門家を配置していない。
◇利用者への指示・指導や訓練等一切行わない。
◇自分の好きな時に来て、自由に過ごし、帰りたい時にいつでも
帰れる。
◇会話の中で答えたくないことや触れてほしくないことには
「ノー」と言える。
◇昼食等の飲食物の持ち込み可（アルコールは除く）。
◇喫煙可。睡眠可。
◇利用者は、社会人として自己責任を持って過ごしてもらう。
◇ユックリン以外の場所では、福祉会・ボランティアともに一
切かかわらない。

３
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く
』
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
相

手
の
話
を
よ
く
聴
き
、
問
題
や
課
題
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す
が
、
私
の
意

見
は
本
当
に
必
要
な
時
だ
け
に
留
め
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
で
答
え
を
見
付
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
答
え
で

は
な
く
、
ヒ
ン
ト
を
伝
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
『
共
感
』

を
意
識
し
過
ぎ
て
私
自
身
が
疲
れ
切
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
定
例
会
で

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の
想
い
を
共
有

し
、
肩
の
力
を
抜
い
て
接
す
る
こ
と
を

心
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
だ
い

ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
高
橋
さ

ん
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
多
く
の

経
験
を
持
ち
、
他
県
か
ら
も
講
演
や
実

践
発
表
の
依
頼
が
あ
る
高
橋
さ
ん
は
、

ユ
ッ
ク
リ
ン
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ッ
ク
リ
ン
の
活
動
は
経
験
豊
富
な

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
18
名
（
平
成
26
年

１
月
末
現
在
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は
、
主
に
『
寄
り
添
い
』
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
特
別
な
資
格
や
経

験
は
不
要
で
、
ユ
ッ
ク
リ
ン
の
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
基
本
理
念
」
に
基
づ
き
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
家
族
の

立
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
方

も
お
り
、
「
家
族
が
ユ
ッ
ク
リ
ン
の
活

動
に
か
か
わ
る
こ
と
で
視
野
が
広
が

り
、
当
事
者
に
も
良
い
影
響
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ユ
ッ
ク
リ
ン
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト
と

い
う
大
切
な
役
割
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
が
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

「
ユ
ッ
ク
リ
ン
の
発
展
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
質
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
寄

り
添
い
支
援
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
話
す
の

は
、
ユ
ッ
ク
リ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
藤
原
慶
吾
さ
ん
。
力
仕
事
で
は
な

く
、
人
の
心
に
寄
り
添
う
支
援
で
あ
る

た
め
、
自
分
に
は
で
き
な
い
と
敬
遠
す

る
方
も
珍
し
く
な
い
そ
う
で
す
。
藤
原

さ
ん
は
、
「
一
般
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
の
で
、
最
初
は
戸

惑
い
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ベ
テ
ラ

ン
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
付

い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
大
丈
夫
で

す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

取
り
組
み
が
徐
々
に
認
知
さ
れ
、
そ

の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
ユ
ッ
ク
リ

ン
の
活
動
で
す
が
、
新
た
な
目
標
も
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
当
事

者
の
居
場
所
で
あ
り
、
自
由
に
過
ご
し

て
好
き
な
時
に
帰
る
と
い
う
現
状
で
す

が
、
「
利
用
者
の
『
当
事
者
会
』
が
あ

れ
ば
未
来
が
拓
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
が
、
住
む
と
こ
ろ
や
働
く
と

こ
ろ
な
ど
社
会
的
な
自
己
の
確
立
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
藤
原
さ

ん
が
将
来
へ
の
想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
形
の
精
神
障
が
い
者
支
援
と

し
て
、
県
内
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
ユ
ッ
ク
リ
ン
。
今
後

の
取
り
組
み
や
活
動
を
通
し
て
、

「
ユ
ッ
ク
リ
ン
」
の
扉
が
、
精
神
障
が

い
関
係
者
の
み
な
ら
ず
様
々
な
分
野
の

関
係
者
に
大
き
く
開
か
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

６

ユックリンの活動を支えているボラ
ンティアのみなさんとコーディネー
ターの藤原さん（左）。

寄
り
添
い
支
援

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
ユ
ッ
ク
リ
ン
が

　
　
　
　

目
指
す
と
こ
ろ

  
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
理
念
〉

■
利
用
者
に
は
、
一
社
会
人
と
し
て
相

手
の
人
格
を
尊
重
し
、
対
等
な
立
場

で
接
す
る
。

■
相
手
の
考
え
方
や
行
動
を
尊
重
し
、

距
離
を
置
い
て
接
す
る
。
注
意
し
た

り
指
示
し
た
り
余
計
な
世
話
を
せ
ず

に
距
離
を
置
き
、
上
か
ら
目
線
で
利

用
者
に
対
応
し
な
い
。

■
自
然
体
で
接
し
、
お
互
い
余
計
な
気

を
使
わ
な
い
。
あ
い
さ
つ
な
ど
で
心

と
心
の
触
れ
合
い
を
大
事
に
す
る
。

■
明
る
く
楽
し
い
場
所
を
作
り
上
げ
て

い
け
る
よ
う
互
い
に
工
夫
す
る
。

■場所：秋田市山王六丁目3－3　共和ビル2階
■曜日：月曜日、火曜日、水曜日、金曜日及び第1・第3土曜日
■時間：9時30分～15時30分
　　　　9時30分～13時　　 　　いずれの時間帯でも可
　　　　12時～15時30分
■内容：寄り添い支援（見守り、施設環境づくり）
　　　　※資格、知識、経験等不要
≪申し込み・問い合わせ≫
　〒010-0951　秋田市山王六丁目３－３　共和ビル２階
　心の自由空間「ユックリン」　TEL.018-867-1670
　またはボランティア受付担当　TEL.090-6625-2772

～「ユックリン」ボランティア募集～

４
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社
会
福
祉
関
係
の
政
策
要
望

社
会
福
祉
関
係
の
政
策
要
望

　

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
障
害
者
就

労
支
援
施
設
（
以
下
「
施
設
等
」
）
か

ら
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
的
に
購

入
・
調
達
す
る
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
施
行
に
基
づ
き
、
施
設
等
が
自
治

体
等
か
ら
の
受
注
機
会
を
拡
大
す
る
た

め
に
は
、
施
設
等
の
基
礎
的
情
報
の
整

備
・
更
新
を
は
じ
め
、
提
供
先
へ
の
受

注
を
取
り
扱
う
「
共
同
受
注
窓
口
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
も
こ

れ
ら
の
施
策
は
未
整
備
な
状
況
で
あ

り
、
本
県
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
障
害
者
の
工
賃
向
上
等
支
援

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
制
度
の
普

及
等
に
向
け
て
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
、
共
同

受
注
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
県
の
方
針
を
う

か
が
い
た
い
。

　

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
の
施
行
に
伴

い
、
県
で
は
、
同
法
の
円
滑
な
実
施
に
つ

い
て
市
町
村
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
各

種
会
議
に
お
い
て
制
度
の
周
知
に
努
め
て

お
り
、
ま
た
、
法
に
基
づ
く
施
設
等
か
ら

の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の

方
針
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
施
設
等
に
お
け
る
官
公
庁
か
ら

の
受
注
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ス
ノ
ー

ポ
ー
ル
や
公
園
等
の
清
掃
な
ど
一
部
の
品

目
に
限
ら
れ
て
お
り
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ

て
様
々
な
業
務
の
受
注
拡
大
を
図
る
に

は
、
事
業
者
等
に
よ
る
共
同
受
注
窓
口
の

設
置
が
有
効
な
手
法
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
年
度
は
県
内
の
施
設
等

及
び
市
町
村
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
、

今
後
は
共
同
受
注
窓
口
の
設
置
等
に
向
け

た
支
援
に
よ
り
、
障
害
者
の
工
賃
向
上
等

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
福
祉
関
係
団
体
か
ら
全
県
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
等

を
集
約
し
、
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
県
健
康
福
祉
部
長
あ
て
要
望
書

を
提
出
し
、
平
成
25
年
11
月
22
日
に
は
県
障
害
福
祉
課
長
等
と
、
27
日
に
は
県
子
育
て
支
援
課
長

等
と
福
祉
関
係
団
体
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
意
見
交
換
の
結
果
を
踏
ま
え
、
要
望
事
項
に
対
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
の
施
行
に

よ
る
県
と
し
て
の
取
り
組
み
の

方
向
性
に
つ
い
て

【
県
障
害
福
祉
課
の
回
答
】

【
県
子
育
て
支
援
課
の
回
答
】

障
害
福
祉
関
係

　

近
年
、
母
子
手
帳
等
が
不
明
の
た
め

予
防
注
射
等
を
ど
こ
ま
で
実
施
し
た
か

分
か
ら
な
い
入
所
児
童
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
県
内
４
施
設
（
児
童
養
護
施

設
）
の
入
所
児
童
２
１
１
人
の
う
ち
28

人
が
不
明
な
児
童
で
す
。

　

感
染
症
等
が
発
症
し
た
際
に
は
、
他

児
童
へ
の
影
響
を
考
慮
し
隔
離
の
実
施

等
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
負
担
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
の
入
所
理
由
は
複
雑
・
多
様
化

し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
様
々
な
状
況

で
の
措
置
入
所
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
期
間
に
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
児
童
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
で
の

受
診
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
入
所
時
点
に
お
け
る
抗

体
価
検
査
の
実
施
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
検
査
の
結
果
、
定
め
ら
れ
た

期
間
内
で
の
未
接
種
が
確
認
で
き
た
児

童
に
対
し
て
は
、
任
意
で
の
予
防
接
種

と
な
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

予
防
接
種
と
併
せ
て
、
費
用
補
助
に
つ

い
て
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

入
所
前
の
抗
体
価
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

児
童
福
祉
関
係

抗
体
価
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

１

な
児
童
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
市
町

村
に
お
い
て
も
、
法
定
の
接
種
対
象
年

齢
に
該
当
し
、
か
つ
、
医
師
が
接
種
し

て
問
題
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
公
費

に
よ
る
接
種
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
お

り
、
必
ず
し
も
抗
体
価
検
査
に
よ
る
抗

体
の
有
無
の
確
認
ま
で
は
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
抗
体
価
検
査
の
公
費
に

よ
る
対
応
の
必
要
性
は
乏
し
い
と
考
え

ま
す
。

　

児
童
養
護
施
設
所
在
市
町
村
の
予
防

接
種
担
当
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
母

子
健
康
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い
な
ど

法
定
の
予
防
接
種
履
歴
の
把
握
が
困
難

接
種
対
象
年
齢
を
超
え
た
児
童
へ
の

接
種
に
つ
い
て

２
　

予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
対
象
年

齢
を
超
え
た
児
童
へ
の
予
防
接
種
は
、

個
々
の
予
防
接
種
ご
と
に
そ
の
医
学
的

な
効
果
を
確
認
の
う
え
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

国
が
定
め
た
対
象
年
齢
を
超
え
た
児

童
へ
の
接
種
は
、
自
己
責
任
に
よ
る
任

意
実
施
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
入
所
児

童
以
外
の
他
の
児
童
と
の
公
平
性
も
考

慮
す
る
と
、
公
費
に
よ
る
助
成
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

予
防
接
種
履
歴
の
把
握
に
つ
い
て

３
　

入
所
児
童
の
予
防
接
種
の
履
歴
は
、

入
所
児
童
の
健
康
管
理
に
と
っ
て
重
要

な
基
礎
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
児

童
相
談
所
は
、
児
童
の
福
祉
を
考
慮

し
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
そ
の
履
歴
の
把

握
に
努
め
、
入
所
施
設
へ
情
報
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
市
町
村
に
対
し
て
も
、

入
所
児
童
の
予
防
接
種
履
歴
の
把
握
に

最
大
限
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
改
め

て
依
頼
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

５
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現
在
、
日
本
で
は
福
祉
機
器
の
普
及

が
進
み
、
社
会
福
祉
施
設
や
病
院
等
で

は
、
錆
び
・
部
品
の
摩
耗
な
ど
で
使
用

困
難
と
な
っ
た
車
い
す
が
年
間
３
万
台

も
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

「
あ
き
た
車
い
す
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」
は
、
廃
棄
さ
れ
る
車
い
す
を
高
校

生
が
自
身
の
技
術
で
修
理
・
整
備
し
、

必
要
と
す
る
国
々
に
寄
贈
す
る
こ
と

で
、
モ
ノ
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
と
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
始

ま
り
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
計
２
２
１

台
の
車
い
す
を
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
寄

贈
し
て
き
ま
し
た
（
平
成
23
年
度
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
宮
城
県
石

巻
市
に
寄
贈
）
。

　

海
外
へ
の
寄
贈
に
あ
た
っ
て
は
、

（
公
財
）
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
（
以

下
「
日
社
済
」
）
が
実
施
し
て
い
る

「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
に
参
画
し
、
ア
ジ

ア
を
旅
行
す
る
方
や
航
空
会
社
の
協
力

に
よ
り
、
渡
航
者
の
手
荷
物
と
し
て
海

外
に
運
搬
し
て
い
ま
す
。

　

修
理
し
た
車
い
す
を
直
接
現
地
に
届

け
、
実
際
の
修
理
活
動
を
通
じ
て
交
流

す
る
企
画
に
、
本
県
の
高
校
生
が
参
加

す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　

訪
問
活
動
に
は
、
県
立
由
利
工
業
高

等
学
校
環
境
シ
ス
テ
ム
科
の
３
年
生
３

名
と
教
員
１
名
が
参
加
し
、
事
務
局
２

名
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

由
利
工
業
高
校
で
修
理
し
た
小
児
用

車
い
す
２
台
の
ほ
か
、
日
社
済
の
協
力

の
も
と
、
同
じ
活
動
を
し
て
い
る
他
県

の
高
校
が
修
理
し
た
車
い
す
10
台
、
計

12
台
を
韓
国
に
運
搬
し
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
施
設
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
の

社
会
福
祉
法
人
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
ヘ
イ

ブ
ン
」
。
寄
贈
し
た
車
い
す
は
、
同
法

人
が
運
営
す
る
障
害
児
施
設「
恩
平（
ウ

ン
ピ
ョ
ン
）リ
ハ
ビ
リ
園
」や
ソ
ウ
ル
リ

ハ
ビ
リ
病
院
等
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
神
奈
川
工
科
大
学
と
新
潟

医
療
福
祉
大
学
の
車
い
す
修
理
活
動

サ
ー
ク
ル
の
学
生
が
現
地
で
合
流
し
ま

し
た
。
本
県
か
ら
運
搬
し
た
車
い
す
12

台
と
、
大
学
生
が
運
搬
し
た
車
い
す
19

台
の
再
点
検
の
ほ
か
、
現
地
施
設
で
も

使
用
困
難
と
な
っ
て
い
る
車
い
す
20
台

に
つ
い
て
は
大
学
生
か
ら
修
理
指
導
い

た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
高
校
生
の
知

識
・
技
術
向
上
に
つ
な
が
る
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
、
「
自
分

た
ち
が
修
理
し
た
車
い
す
を
使
っ
て
も

車
い
す
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
は

高
校
生
が
直
接
届
け
る

専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得

着
実
な
事
業
継
続
を
め
ざ
す

修
理
し
た
車
い
す
を
直
接
寄
贈
。

高
校
生
韓
国
へ
届
け
る
！

修
理
し
た
車
い
す
を
直
接
寄
贈
。

高
校
生
韓
国
へ
届
け
る
！

あ
き
た
車
い
す
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ｉ
ｎ
韓
国

ら
え
る
と
思
う
と
嬉
し
い
」
「
実
際
に

教
わ
り
な
が
ら
修
理
す
る
こ
と
で
勉
強

に
な
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
今
後
の

活
動
に
自
信
を
抱
い
た
様
子
。

　

今
回
の
活
動
は
実
質
１
日
と
短
い
も

の
で
し
た
が
、
参
加
し
た
高
校
生
が
活

動
を
通
じ
て
得
た
専
門
知
識
や
技
術
、

韓
国
の
車
い
す
事
情
等
を
仲
間
や
後
輩

へ
伝
達
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

本
会
で
は
、
県
内
に
お
け
る
指
導
者

の
確
保
や
修
理
に
関
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
、
関
係
機
関
等
の
協
力
の

も
と
、
今
後
も
高
校
生
に
よ
る
訪
問
活

動
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
長
年
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
秋
田
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会
様

に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄贈の様子

修理活動の様子

　

本
会
で
は
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
車
い
す
を
高
校
生
が
修
理
し
、
そ

れ
を
必
要
と
す
る
国
内
外
に
寄
贈
す
る
「
あ
き
た
車
い
す
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
初
め
て
県
内
の
工
業
高
校
生
が
直
接
現
地
を
訪
れ
、
車
い

す
を
修
理
・
寄
贈
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
12
月
26
日
か
ら
３
日

間
、韓
国
を
訪
れ
ま
し
た
。
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平
成
25
年
に
秋
田
県
内
で
交
通
事
故

に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
は
48
人
で
、
そ

の
う
ち
高
齢
者
が
29
人
（
60
．
４
％
）

と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
道
に
お
け
る
死
者
は
24
人

（
50
％
）
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
関
連
す
る

死
者
は
16
人
（
33
．
３
％
）
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
冬
期
間
に
全
事
故
の
約

38
％
が
集
中
し
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

県
警
で
は
、
冬
期
間
に
多
発
す
る
滑

走
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
昨
年
末
、

運
転
者
が
必
ず
立
ち
寄
る
ガ
ソ
リ
ン
ス

秋
田
県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ

秋
田
県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
期
間
の
滑
走
事
故
に
注
意
！

冬
期
間
の
滑
走
事
故
に
注
意
！

タ
ン
ド
に
注
目
し
、
石
油
商
業
協
同
組

合
（
50
社
、
３
６
０
店
舗
）
の
協
力
を

得
て
、
同
組
合
の
機
関
紙
に
事
故
防
止

の
た
め
の
注
意
点
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
末
に
全
県
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
約
５
９
０
店
舗
に
対
し
て
、
警

察
署
を
通
じ
て
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た

チ
ラ
シ
を
配
布
。
滑
走
事
故
防
止
の
広

報
啓
発
活
動
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
天
候
や

路
面
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
次
の
点

に
注
意
し
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。◇

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
！

　

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
こ
と
が
第
一

で
す
。

◇
車
間
距
離
は
多
め
に
！

　

乾
燥
し
た
道
路
と
同
じ
よ
う
に
は

止
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
下
り
坂
や
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は

　

減
速
！

　

曲
が
り
き
れ
ず
車
線
を
は
み
出
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◇
ト
ン
ネ
ル
、
橋
の
上
、
日
陰
は

　

要
注
意
！

　

路
面
に
雪
が
な
く
て
も
凍
結
し
て

い
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

県内のガソリンスタンドに配布したチラシ
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　社会福祉法には、社会福祉事業の経営者が自らその提供する福祉サービスの質の向上に努める
ことが定められており、そのための有効な手段の一つに「福祉サービス第三者評価」があります。
　本会では、３年に１回以上の受審と評価結果の公表が義務付けられている社会的養護関係施設（※）
のほか、保育所、障害福祉施設、特別養護老人ホームの第三者評価を実施しています。
　今回は、平成24年度・25年度に本会で第三者評価を受審した５施設の受審後の感想を紹介します。

（※社会的養護関係施設…児童養護施設、乳児院、情緒障害児短期治療施設、児童自立支援施設、母子生活支援施設）

　

昨
年
度
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
職
員
の
意
識
改
革
に

努
め
る
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三

者
評
価
を
受
審
し
ま
し
た
。

　

評
価
基
準
に
基
づ
い
た
自
己
評
価
や

調
査
者
に
よ
る
訪
問
調
査
の
実
施
、
利

用
者
・
家
族
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
、
課
題
と
さ
れ
た
事
項
へ
の
対
応
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
意
識
改
革
・
連
携
な
ど
の
必
要
性
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
と
も

に
、
今
後
の
励
み
や
自
信
に
つ
な
が
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
福
祉
と
医
療
の
両
面
を
併
せ

持
つ
当
セ
ン
タ
ー
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
第
三
者
評
価
を
受
審
す
る
こ

と
で
、
秋
田
県
に
お
け
る
療
育
の
拠
点

と
し
て
利
用
者
・
家
族
の
視
点
に
立
っ

た
更
な
る
療
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
更
な
る
療
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
」

▲県立医療療育センター　外観

　

あ
す
な
ろ
で
は
昨
年
度
来
、
法
人
の

経
営
理
念
と
方
針
を
毎
朝
の
申
し
送
り

で
唱
和
す
る
こ
と
で
職
員
へ
の
周
知
・

浸
透
を
図
り
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
各
部
門
目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
第
三
者
評
価
を
受
審
し

た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
が
認
め
ら

れ
て
職
員
も
自
信
に
つ
な
が
っ
た
よ
う

で
す
。

　

そ
の
一
方
で
不
十
分
な
点
や
、
自
分

達
で
は
こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
視

点
も
あ
り
、
新
た
な
発
見
で
し
た
。

　

今
後
も
改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
徹
底

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
施
設
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を
受
審
し
て
」

障
害
者
支
援
施
設　

あ
す
な
ろ

▲あすなろ　外観

▲更望園　外観

　

今
回
、
３
年
ぶ
り
に
第
三
者
評
価
を

受
審
し
た
こ
と
で
、
我
々
の
サ
ー
ビ
ス

を
客
観
的
に
評
価･

分
析
で
き
、
日
々

の
仕
事
の
中
身
を
振
り
返
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
改
善
す
べ
き
点
な
ど
、
全
職
員

が
目
的
意
識
を
持
ち
、
同
じ
思
い
で
取

り
組
む
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
評
価
に
対
す
る
改
善
計
画
を
し
っ

か
り
立
て
て
実
行
し
て
い
く
と
と
も

に
、
職
員
個
々
の
自
己
評
価
を
継
続
し

て
行
い
、
改
善
す
べ
き
点
を
定
期
的
に

明
ら
か
に
す
る
な
ど
組
織
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
者
評
価
は
繰
り
返
し
受
審
す
る

こ
と
で
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
様
々
な
創
意
工
夫
を
行
い
、
常
に

学
び
な
が
ら
改
善
に
努
め
、
よ
り
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
組
織
と

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
第
三
者
評
価
を
受
審
し
て
」

障
害
者
支
援
施
設　

更
望
園

福祉サービス「第三者評価」を受審しました！

秋
田
県
立
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
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施
設
長
就
任
１
年
目
で
第
三
者
評
価

を
受
審
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
い
に
勉

強
を
す
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
準

備
を
進
め
た
こ
と
は
、
職
場
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
作
り
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　

訪
問
調
査
で
は
、
調
査
者
の
方
か
ら

今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
と
な
る
助
言

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
調
査
者
の
方
々
が
母
子
生
活
支
援

施
設
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
強
く
感
じ
、
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

受
審
を
終
え
た
今
は
、
自
分
達
の
取

り
組
み
や
支
援
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

自
信
を
持
っ
て
臨
ん
で
も
良
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
第
三
評
価
で
見
え
た
課
題
に

取
り
組
み
、
少
し
で
も
良
い
支
援
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
施
設
運
営
の
改
善
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
第
三
者
評
価
を
受
審
し
て
」

母
子
生
活
支
援
施
設　

横
手
市
サ
ン
ハ
イ
ム

▲横手市サンハイム　外観

　

当
園
は
、
昭
和
30
年
に
創
立
し
た
定

員
70
名
の
児
童
養
護
施
設
で
す
。
平
成

24
年
度
か
ら
、
社
会
的
養
護
関
係
施
設

の
第
三
者
評
価
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
当
園
も
昨
年
11
月
末
に
受
審

し
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
第
三
者
評
価
と

Ｉ
Ｓ
Ｏ
審
査
は
視
点
が
若
干
違
う
こ
と

も
あ
り
、
改
め
て
「
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
と
は
な
ん
ぞ
や
」
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
者
に
よ
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

で
は
、
日
常
で
は
気
付
か
な
い
新
た
な

課
題
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
次
年
度
の
事

業
計
画
に
反
映
さ
せ
、
全
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
引
き
続
き
子
ど
も
達
の
自

立
支
援
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
第
三
者
評
価
を
受
審
し
て
」

児
童
養
護
施
設　

陽
清
学
園

▲陽清学園　外観

 

　

平
成
17
年
３
月
に
旧
本
荘
市
由
利
郡
１
市

７
町
が
合
併
し
、
由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
設
立
さ
れ
、
県
内
一
広
い
面
積
を
誇

る
地
域
の
中
で
、
日
々
地
域
福
祉
事
業
及
び

介
護
保
険
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

近
年
、
秋
田
県
内
で
は
大
雨
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
た

ほ
か
、
家
屋
や
農
林
水
産
業
等
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
地
域
で
は
、
地
元
社
協
が
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ

や
派
遣
調
整
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
社
協
で
は
災
害
規
模
に

応
じ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
迅

速
に
設
置
・
運
営
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
来
年
度
、
県
共
同
募
金
会
の
助
成

を
受
け
て
発
電
機
等
を
整
備
す
る
ほ
か
、
災

害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
二
次

災
害
防
止
や
効
率
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、
現
在
そ
の
準
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
１
月
19
日
を
当
社
協
の
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
と
定
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
協
働
の
下
、
危
険
・
事
故
防

止
と
災
害
時
の
避
難
路
確
保
の
た
め
、
全
職
員

参
画
に
よ
る
市
内
要
援
護
者
宅
26
世
帯
の
除
雪

作
業
を
一
斉
に
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

分
達
の
背
丈
よ
り
も
あ
る
雪
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
、
玄
関
先
か
ら
家
の
周
り
ま
で
除
雪

し
て
住
民
の
方
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、
適
度
な
疲
れ

（
？
）
と
と
も
に
充
実
感
・
満
足
感
が
感
じ

ら
れ
、
「
来
年
度
も
ぜ
ひ
」
と
の
声
も
多
数

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
を
通
じ
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
誰
に
で
も
で
き
る
活
動
」
で
あ
り
、
そ
し

て
何
よ
り
も
「
継
続
」
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
関
係
各
位
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

職
場
紹
介リ

レ
ー
№3

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、本
会
会
員
施
設・

市
町
村
社
協
等
の
広
報
担
当
者
に
よ
る
職

場
紹
介
を
リ
レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

（
福
）由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

企
画
福
祉
課
長　

佐
々
木 

一
之

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

除雪作業に参加した由利本荘市社協
職員のみなさん。
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【
平
成
25
年
10
月
〜
12
月
末
日
現
在
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
新
エ
コ
物
語
２
０
１
３
実
行
委
員
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
４
，
８
０
０
円

・
秋
田
県
火
災
共
済
協
同
組
合　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
，
７
３
２
円

・
協
和
石
油
株
式
会
社　

様　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
，
０
０
０
円

◎
善
意
銀
行
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
長
生
大
学　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
９
２
円

・
北
都
銀
行
職
員
組
合　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
，
０
０
０
円

◎
指
定
金
銭
預
託
◎

・
瀬
下
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

様

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
11
台

　
　

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子
４
台

・
秋
田
県
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
会　

様

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
３
台

・
秋
田
県
遊
技
業
協
同
組
合　

様

　
　

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子
６
台

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
６
台

・
瀬
下
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
会　

様

　
　
　
　
　
　

コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
２
台

　
　
　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
53
個

・
株
式
会
社
秋
田
放
送　

様

　
　
　
　
　

点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
１
５
０
部

・
秋
田
県
写
真
協
会　

様　

写
真
１
５
１
枚

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

・
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

　
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

・
社
団
法
人
秋
田
県
バ
ス
協
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
１
，
９
０
０
円

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杉　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
１
，
０
２
８
円

・
損
保
ジ
ャ
パ
ン
秋
田
支
店　

様

　

Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン
秋
田
支
部　

様

　

Ｊ‐

Ｓ
Ａ
秋
田
支
部　

様　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
，
２
７
０
円

・
秋
田
県
労
働
福
祉
協
議
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
警
察
学
校
初
任
科
学
生
御
一
同　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
，
０
０
０
円

・
秋
田
春
光
懇
話
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
，
０
０
０
円

・
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
，
１
９
０
円

・
協
和
石
油
株
式
会
社
社
員
御
一
同　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
，
０
０
０
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
給
付
金
◎

◆
見
舞
金　

１
件

　
　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

◆
激
励
金　

41
名　

　
　
　
　

１
，
２
３
０
，
０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
企
画
部

　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
│
５

　

℡
０
１
８
│
８
６
４
│
２
７
１
１

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
預
託
金
等
を
次
の

よ
う
に
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
各
種
大
会
等
へ
の
助
成
◎

・
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
家
族
会
精
神

　

保
健
福
祉
促
進
研
修
会
秋
田
大
会
へ

皆
様
の
善
意

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
秋
田
県
支
部
・

命
を
つ
な
ぐ
木
魂
の
会
へ

県
内
の
老
人
福
祉
施
設
５
ヵ
所
・
障

害
者
支
援
施
設
１
ヵ
所
へ

県
内
の
児
童
養
護
施
設
２
ヵ
所
へ

県
内
の
障
害
者
支
援
施
設
10
ヵ
所
・

母
子
生
活
支
援
施
設
３
ヵ
所
へ

県
内
の
老
人
福
祉
施
設
３
ヵ
所
へ

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
へ

県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
３
ヵ

所
・
老
人
福
祉
施
設
９
ヵ
所
・
障
害
者

支
援
施
設
３
ヵ
所
へ

県
内
の
視
覚
障
害
者
施
設
及
び
団
体

３
ヵ
所
へ

善
意
の
配
分
状
況

北日本コンピューターサービス
株式会社様からの車椅子贈呈式

秋田県雪印メグミルク会様から
の車椅子贈呈式

社団法人秋田県バス協会様から
の寄附金贈呈式

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や

障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
な
ど

社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す
る
「
一

般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途
を
特
定
す

る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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の
時
期
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
秋
田
名
物
『
き
り
た
ん
ぽ
セ
ッ

ト
』
の
製
造
販
売
で
す
。
大
館
市
は
き

り
た
ん
ぽ
の
本
場
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
年
間
を
通
し
て
製
造
販
売
し
て
い

ま
す
が
、
新
米
が
出
回
る
10
月
中
旬
か

ら
年
末
ま
で
が
最
盛
期
で
、
年
間
約
３

千
セ
ッ
ト
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
農
家
が
栽
培
し
た
地
元
の
お
米

を
使
い
、
利
用
者
が
一
本
一
本
炭
火
で

焼
き
上
げ
る
き
り
た
ん
ぽ
と
、
施
設
敷

地
で
放
し
飼
い
し
て
い
る
比
内
地
鶏
・

特
製
比
内
地
鶏
ス
ー
プ
を
セ
ッ
ト
で
販

売
し
て
い
る
こ
と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
、
県
外
在
住
の
本
県
出
身
者
か
ら

の
注
文
も
増
え
て
い
ま
す
。

た
、
丁
寧
な
作
業
で
評
判
の
豆

腐
（
木
綿
・
絹
ご
し
・
寄
せ
豆
腐
）

は
、
地
元
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
や
個
人

宅
へ
の
宅
配
が
中
心
で
す
が
、
施
設
併

設
の
「
ふ
れ
あ
い
の
店
」
で
も
購
入
で

き
ま
す
。し

て
、
自
慢
の
き
り
た
ん
ぽ
や

豆
腐
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

平
成
25
年
10
月
に
「
泉
町
地
域
ふ
く
し

セ
ン
タ
ー
」
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
第
３

事
業
所
「
レ
ス
ト
ラ
ン
い
ず
み
」
で

す
。
お
勧
め
は
『
き
り
た
ん
ぽ
御

膳
』
。
特
製
の
比
内
地
鶏
ス
ー
プ
が
浸

み
込
ん
だ
き
り
た
ん
ぽ
の
味
は
格
別

で
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

第
３
事
業
所
担
当
の
利
用
者
は
、
１
年

ほ
ど
前
か
ら
、
接
客
や
言
葉
遣
い
等
の
研

修
を
行
っ
て
オ
ー
プ
ン
に
備
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
接
客
の
ほ

か
、
ふ
く
し
セ
ン
タ
ー
内
の
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
入
居
者
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
へ
の
食
事
提
供
、
セ
ン
タ
ー

内
の
清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。

シリーズシリーズ

大館市白沢字白沢407－９
TEL.0186-46-3775　FAX.0186-46-3776

http://www.fukuokf.jp/

商品に関するお問い合わせ

　　営業時間　11：00～15：00（日曜休）
大館市泉町９－19（泉町地域ふくしセンター内）

TEL.0186-57-8211

社会福祉法人　大館圏域ふくし会
指定障害福祉サービス事業所

白沢通園センター

レストランいずみ

シリーズ こ
～本会会員である障害者就労施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～～本会会員である障害者就労施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～

だ わ り の品
　今回は、昨年10月にレストランの営業も開始した、大館市「白沢通園
センター」自慢の秋田名物“きりたんぽ”や豆腐をご紹介します。

　

「
白
沢
通
園
セ
ン
タ
ー
」
は
、
昭
和
57
年
12
月
に
大
館
市
が
開
設
し
、
社
会

福
祉
法
人
大
館
圏
域
ふ
く
し
会
が
経
営
を
受
託
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
11

年
10
月
の
移
転
新
築
に
伴
い
、
設
置
・
経
営
と
も
に
同
法
人
に
移
管
さ
れ
、
障

害
の
あ
る
方
の
社
会
的
就
労
の
場
及
び
一
般
就
労
に
向
け
た
訓
練
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
96
名
の
利
用
者
が
、
本
体
事
業
所
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
、

木
工
組
立
科
、
食
品
製
造
科
）
、
第
２
事
業
所
（
飼
育
・
加
工
科
）
、
第
３
事

業
所
（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
清
掃
科
）
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ

まそ

ひ
一
度
、
本
格
的
『
き
り
た
ん

ぽ
』
と
、
濃
厚
な
味
わ
い
の
『
豆
腐
』

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ぜ
自慢の豆腐は、木綿・絹ご
し豆腐各150円、寄せ豆腐
180円。

秋田名物『きりたんぽ』御
膳（1,200 円）は、本場大館
の味。

必要な材料が一式揃った『きり
たんぽセット』。
3人前/5,500円、4人前/6,500
円、5人前/7,500円（いずれも
送料込）。※写真は5人前。
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